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通信・放送 WEEK 2018

　平成30年４月４日(水) ～６日(金) の３

日間、東京国際展示場 東京ビッグサイトに

て、「通信・放送 WEEK 2018」と題する展

示会が行われた。

　主催はリードエグジビジョンジャパン㈱

で、昨年まで開催されていた「光通信技

術展」「映像伝送EXPO」に、本年より新たに

「4K・８K機材展」「次世代モバイル通信展」

の２つの展示内容を併設して行った。

　本年初開催となった「第１回 4K・８K

機材展」は、①総務省が「2020年に向け

4K•8K放送の本格普及」を推進 ②4K•8K

は「映像」をまるで「現実」のように見せる 

③「遠隔医療」「夜間での鮮明な監視」など

多分野への波及を期待 ④業界の期待に応え

「4K•8Kに特化した展示会」というのが主

催者が開催を決定した理由とのこと。　

　出展対象となった製品は、4K・８Kカメラ、

監視カメラ(CCTV)、イメージセンサ、4K・８

Kレンズ、測定器、中継車、ストレージ、アー

カイブシステム、ビデオサーバ、ディスプ

レイ、医療用モニタ、放送局用モニタ、デジ

タルサイネージ、ノンリニア編集システム、

ケーブルなどである。

　開催記念講演は、「4K•8K高度放送サー

ビスと他分野活用に向けた取組み」と題し

て行われた。

　また、同じく初開催の「第１回 次世代モ

バイル通信展」では、５G通信システム、無

線アクセス技術、基地局向けアンテナ、中継

アンテナ、電源、避雷針、蓄電池、コネクタ、

５Gテストヘッド、基地局アナライザ、光学

部品・材料、LPWAセンサ、LPWAゲート

ウェイ、LPWAモジュール、LPWAトラン

シーバなどが主な出展製品で、開催記念講

演は「5G実用化に向けた政策•研究開発へ

の取組み」と題して行われた。

 　なお、本年で２回目の開催となった「映

像伝送EXPO」では「通信・放送連携による

映像伝送技術の躍進」と題して特別講演が。

また、18回目を数える「光通信技術展」に

おいても「5G・データセンタ・IoT におけ

る光通信の最新技術トレンド」と題して基

調講演が開かれた。

　本年の同展の開催翌週にラスベガスにて

NABショーが控えていたためか、当初の

出展予定社数よりも若干少な目であったこ

とは否めないが、同展は来年は４月ではな

く７月に開催するとのこと、国内の放送機

器のIP化も相俟って、今後大いに期待出来

る催しであろう。

＊来場者数は３日間合計で24,852人、セミ

ナー受講者は5,286人。（主催者発表）

＊掲載内容の一部は出展者及び主催者WEB

サイト・リリースより抜粋

通信・放送 WEEK 2018
4K・８K機材展／次世代モバイル通信展
光通信技術展／映像伝送EXPO

大勢の来場者で埋め尽くされたオープニングセレモニー

「4K・８K機材展」「次世代モバイル通信展」　開催記念講演者

NHK  8Kスーパーハイビジョンシアターでは、300インチの
大画面と22.2ch の立体音響に多数の来場者
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通信・放送 WEEK 2018

　スチューダー・ジャパン-ブロードキャスト
オールインワン IPベースのリモートプロダ

クション LAWO 「V_remote 4」をはじめ、

最新の技術を結集したグラスバレーのデジ

タル・ディスクレコーダー「T2 Series」な

どを紹介した。

■ LAWO 「V_remote 4」（写真下）は、今日

のIP ベースのリモートブロードキャスト

制作のビジョンを達成するための理想的な

ツールで、簡単なワイヤリングにより、すぐ

にIPインフラストラクチャのメリットとコ

スト削減をもたらし、柔軟性と拡張性を提

供する。WANベースのリモートプロダク

ションで、ビデオ及びオーディオ信号の処

理と転送などすべての要件に対応するオー

ルインワンソリューションを提供できる

ように設計されておりVideo-over-IP コー

ディングから、様々な監視及び処理ツール

までのアプリケーションが含まれている製

品である。

今日のIP ネットワーク技術の結果と成熟

により、ビデオ、オーディオ、及び Control-

over-IP は、多くのアプリケーションにとっ

て最適なソリューションに成りつつある。

リモートプロダクションでは、放送制作の

進化において次の重要なステップとしてま

すます注目されており、IP は基本的な要件

になってきている。

現場からスタジオへの信頼性のある、低レイ

テンシーの高品質ビデオを手頃なコストで

獲得するために必要な機器であり、将来を見

据えたリモートプロダクションといえる。

■ Grass Valley「T2」 （写真右） は、最新の

技術を結集したデジタル・ディスクレコー

ダー。イベント、放送、編集の現場で必要と

される機能を、ハードな使用に堪える頑丈

さとともに凝縮。

世界中の放送局で評価の高いGrass 

Valley HQ Codec を採用し、高画質フル

HD映像の長時間録画を実現した。入出力

インターフェースには、同時操作が可能な

1チャンネル入力2チャンネル出力のHD-

SDI を備え、立体映像出力やキー・フィル出

力、撮って出しやポン出しなど、様々な現場

で活用することができる。筺体には７イン

チ大型タッチパネル液晶とジョグ/シャト

ルを搭載し、直

観的かつスピー

ディーな操作で

き、VGA とキー

ボードを接続し

たワークステーションモードでも操作が可

能。Elite、Pro、Express という3つのライ

ンナップが用意され、ユーザー環境にあっ

たモデルを選択することができる。

- - - - - - - - - - - - - - - - -  「V _ r emo t e  4」の主な機能 - - - - - - - - - - - - - - - - -
◇4×4 IP ビデオ入出力 : 非圧縮、VC-2 又はJPEG-2000◇4×4 SDI ビデオ入出力◇4×MJPEG、1×
H.264エンコード◇内蔵 L3スイッチ、2×10 Gbit イーサネットポート、4×1 Gbit イーサネットポート
◇フレームシンクロナイザ（各入力）◇バリアブルディレー（各出力）◇RGB カラーコレクション、プロセス
（各出力）◇４画面マルチビューワ◇ウェーブフォームおよびベクターディスプレイ◇音声エンベッド、デエ
ンベッド、シャッフル◇サラウンド→ステレオ・ダウンミックス各エンベッド毎に２基◇Dolby-E 自動アライ
ナー◇タイムコード，インサーター，テストパターン，ビデオ ID ジェネレーター◇タイムコード・ジェネレー
タ◇シンク・ジェネレータ、PTPグランドマスター機能◇AVディレーメジャー機能◇サウンディング（ネット
ワーク診断）機能

・最大50 台のタブレットにリアルタイ

ムで映像・音声を配信する「WiFi Sync 

Viewer」を紹介。教育現場やプレゼンテー

ション会場での使用に最適な製品。

特徴は、電源と 

4 つの機能ボタ

ンによる簡単操

作。電波干渉に

強い5GHz 帯の

WiFi を使用（屋

内での使用の

み）。映像ソース

は入力2系統をスイッチ切替。オリジナル

コーデック使用により、配信データの高秘

匿性を確保、専用アプリで視聴、拡大・縮小

表示が可能、などである。

・フルHD、高画質、低遅延、低ビットレー

トのコンパクトIP エンコーダ/ デコーダ

「TM7006E/TM7007E/TM7006D」

を紹介。 TMC（テクノマセマティカル）

はオリジナルコンピューティングを使用

して高品質のソリューションを提供して

おり、独自の数学的手法を利用したアルゴ

リ ズ ム「DMNA」（Digital Media New 

Algorithm）にて製品を開発。100m秒の

低遅延でフルHD画像を送信、128kbps～

3Mbps の低ビットレート、TMC所有のコ

ンピュータアルゴリズムを適用したオリジ

ナルコーデックを採用、「DMNA」により高

い圧縮率を提供する。

　また、各システムの重量は1.5kg で軽量

＆コンパクトであり、モバイルAPPに適し

ている。｠カメラ、バッテリーなどをシステ

ムに接続してから電源を入れるだけの簡単

操作。ファンレス、バッテリー動作も可能で

ある。

　テクノマセマティカル
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 　なお、本年で２回目の開催となった「映

像伝送EXPO」では「通信・放送連携による
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る光通信の最新技術トレンド」と題して基
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　本年の同展の開催翌週にラスベガスにて
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とは否めないが、同展は来年は４月ではな

く７月に開催するとのこと、国内の放送機
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ナー受講者は5,286人。（主催者発表）

＊掲載内容の一部は出展者及び主催者WEB

サイト・リリースより抜粋

通信・放送 WEEK 2018
4K・８K機材展／次世代モバイル通信展
光通信技術展／映像伝送EXPO

大勢の来場者で埋め尽くされたオープニングセレモニー

「4K・８K機材展」「次世代モバイル通信展」　開催記念講演者

NHK  8Kスーパーハイビジョンシアターでは、300インチの
大画面と22.2ch の立体音響に多数の来場者
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　スチューダー・ジャパン-ブロードキャスト
オールインワン IPベースのリモートプロダ

クション LAWO 「V_remote 4」をはじめ、

最新の技術を結集したグラスバレーのデジ

タル・ディスクレコーダー「T2 Series」な

どを紹介した。

■ LAWO 「V_remote 4」（写真下）は、今日
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ルインワンソリューションを提供できる

ように設計されておりVideo-over-IP コー

ディングから、様々な監視及び処理ツール

までのアプリケーションが含まれている製

品である。

今日のIP ネットワーク技術の結果と成熟

により、ビデオ、オーディオ、及び Control-

over-IP は、多くのアプリケーションにとっ

て最適なソリューションに成りつつある。
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現場からスタジオへの信頼性のある、低レイ
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技術を結集したデジタル・ディスクレコー
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で活用することができる。筺体には７イン

チ大型タッチパネル液晶とジョグ/シャト

ルを搭載し、直

観的かつスピー

ディーな操作で

き、VGA とキー

ボードを接続し

たワークステーションモードでも操作が可

能。Elite、Pro、Express という3つのライ

ンナップが用意され、ユーザー環境にあっ

たモデルを選択することができる。

- - - - - - - - - - - - - - - - -  「V _ r emo t e  4」の主な機能 - - - - - - - - - - - - - - - - -
◇4×4 IP ビデオ入出力 : 非圧縮、VC-2 又はJPEG-2000◇4×4 SDI ビデオ入出力◇4×MJPEG、1×
H.264エンコード◇内蔵 L3スイッチ、2×10 Gbit イーサネットポート、4×1 Gbit イーサネットポート
◇フレームシンクロナイザ（各入力）◇バリアブルディレー（各出力）◇RGB カラーコレクション、プロセス
（各出力）◇４画面マルチビューワ◇ウェーブフォームおよびベクターディスプレイ◇音声エンベッド、デエ
ンベッド、シャッフル◇サラウンド→ステレオ・ダウンミックス各エンベッド毎に２基◇Dolby-E 自動アライ
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ワーク診断）機能

・最大50 台のタブレットにリアルタイ
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内での使用の

み）。映像ソース

は入力2系統をスイッチ切替。オリジナル
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匿性を確保、専用アプリで視聴、拡大・縮小
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　また、各システムの重量は1.5kg で軽量
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　テクノマセマティカル
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長距離伝送器機製品のコーナーでは、4K対
応スロット型マトリックススイッチャー

「KS1208SL-00」（写真上）を中心に、新製品

HDMI/アナログRGB対応 ツイストペアケー

ブル延長送信器「KE201ST」、4K対応ツイ

ストペアケーブル分配延長器「KE102CS」

などを紹介。「KS1208SL-00」は、入力５

種類、出力４種類の専用ボードを組合せる事

でアナログRGB から HDMI（4K/30Hz）、

3G-SDI まで幅の広い映像信号に対応するこ

とができる、スロット型マトリックススイッ

チャー。専用ボードは２系統入力/1ボード、

2系統出力/1ボードとなっており、入力最

大12 系統、出力最大８系統の12×8 のマ

トリックス構成が可能。また今後、4Kボード

（60Hz HDMI 2.0、HDCP2.2 対応）、多機

能なマルチ画面ボード等の販売を予定してお

り、拡張性のあるスイッチャーとなっている。

VIDEO OVER IP 製品の紹介コーナーでは、
標準的なTCP/IP イーサネットを介して送信

したい場所にビデオ/オーディオを転送する

ネットワークとしてHDMI を IP で送受信す

る HDMI IP-Extender「MonaLisa®- Pony 

QMS-3107T（送信機) /QMS-3107R（受信

機）」を参考出品として紹介。また、HDMI over 

LAN エクステンダー 「VOL201-TX/RX」な

ども紹介した。

  興和光学

  BOE
中国国有のパネル最大手、京東方科技集団（Ｂ

ＯＥ）のブースでは、従来の 8K利活用とビジ

ネスを革新する画期的な新システムの提案を

行った。

業界に先駆

けて、大画

面８K高精

細ディスプ

レイや独自

コンテンツ

制作などに取組み、国内主要展示会、ハリウッ

ド、リオ五輪ライブ中継などにて、同社のモッ

トーである「８Kの感動をあなたに！」を実

現してきた。今展示会では、世界の８K放送受

信の出来ない場所においても素晴らしい８K

の感動を伝えられる画期的な配信・受信シス

テムを構築し、紹介した。

主な展示製品▶  ● 8K BOE SIGN(8K 非圧縮 
超大画面システム) ● ８K 110型、98型、75

型、65型、27型液晶ディスプレイ ●  新たな８

Kクラウド配信・受信システムの提案 ●  4K

世界最大110型液晶ディスプレイ ●  壁掛け

4K 49型 映像及び情報配信システム

HDMI/ アナログ RGB対応　
ツイストペアケーブル延長送信機「KE201ST」

   三　友

Blackmagic Design の Hyper Deck Studio 

12Gを4台組み合わせた 安価な 8K再生シ

ステム「Hyper CUBE」を紹介。

NHKメディアテクノロジーが開発した『同

期コントローラ』 により、4台の再生機のフ

レーム同期制御を行い、8K再生を実現する。 

素材編集用コーデックと汎用SSDの採用で、

高画質（視覚的ロスレス）でありながら安価

に 8K

再生シ

ステム

を実現

してい

る。
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4K・8K ソリューションは、新たな領域

へ。」をテーマに、キヤノンの製品と技術力

を生かした幅広いソリューションを提案。

4K・8K対応のカメラ・レンズ・ディスプ

レイを用いて、これまでの放送・映像制作

用途はもちろん、ライフサイエンス・デザ

イン・文化などを含めたさまざまな用途で

の活用を見据え、幅広いソリューションを

提案した。

■ 開発中の8K カメラ・ディスプレイを参
考展示：同社が開発中の8K/HDR（High 
Dynamic Range）に対応したカメラと

29 型・55 型の8K/HDR対応ディスプレ

イを参考展示。最先端技術により実現した

高い解像感や色再現性などを生かした、立

体感・質感・臨場感のある映像を再現。

■ライフサイエンス・デザイン・文化など
幅広い用途での活用方法を提案：4K・8K/
HDR対応カメラを用いて撮影された、さま

ざまな映像コンテンツを4K・8K/HDR対

応のディスプレイで紹介した。

  キヤノン

VR製品「Nカム」による、高画質で定評のあ

るアンリアルエンジンを使った4K高画質グ

ラフィック映像の展示実演ほか、映画、CM、

テレビドラマなどで高い評価を受けている、

4K/HDR対応のARRI 社のデジタルシネカ

メラや、4K・8Kに対応したシネレンズを紹

介。

Nカムは、放送・映画・イベント用のカメラト

ラッキングシステム。マーカレス式で屋内・

屋外のどちらでも使え、クレーンや手持ち撮

影、ドローンに対応し、VRスポーツ中継・撮

影現場のプレビズ・ARライブイベントなど

を実現している。

主な機能は、①精度の高いレンズキャリブ

レーション機能  ②カメラトラッキングとレ

ンズ情報のストリーミング出力・保存機能　

③レンダラー・クロマキーヤー内蔵による、

低遅延プレビズ映像出力 ④進化したソフト

ウェア「ジェネレーション２」の新機能「オ

ペレータの負担を軽くする、オートマチック

モード」「グラフィックエンジンにUNREAL 

ENGINEを使ったHD-SDI 出力」

  ナックイメージテクノロジー

POWER PROJECTOR 「4K600STZ」

「EOS C200」 と新製品 COMPACT SERVO 
LENS 「CN-E70-200mm T4.4 L IS KAS S」の
組み合わせにて展示

 レッツコーポレーション

名古屋に本社をおく同社では、昨今は防災•減災

などのセキュリティー映像関連製品を多数取り

扱っている。本展では、車番認識システム、レー

ザーハイブリッドよう撃カメラ、可搬式車番認

識システム「ワイヤレス見張隊」、闇夜のドーム

「ミニフク」、リアルタイム伝送システム、子ども

の睡眠を見守

る「 ベ ビ ー

セ ン サ ー　

IBUKI」な ど

のオリジナル

製品を多数出

品した。
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ENGINEを使ったHD-SDI 出力」

  ナックイメージテクノロジー

POWER PROJECTOR 「4K600STZ」

「EOS C200」 と新製品 COMPACT SERVO 
LENS 「CN-E70-200mm T4.4 L IS KAS S」の
組み合わせにて展示

 レッツコーポレーション

名古屋に本社をおく同社では、昨今は防災•減災

などのセキュリティー映像関連製品を多数取り

扱っている。本展では、車番認識システム、レー

ザーハイブリッドよう撃カメラ、可搬式車番認

識システム「ワイヤレス見張隊」、闇夜のドーム

「ミニフク」、リアルタイム伝送システム、子ども

の睡眠を見守

る「 ベ ビ ー

セ ン サ ー　

IBUKI」な ど

のオリジナル

製品を多数出

品した。
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長距離伝送器機製品のコーナーでは、4K対
応スロット型マトリックススイッチャー

「KS1208SL-00」（写真上）を中心に、新製品

HDMI/アナログRGB対応 ツイストペアケー

ブル延長送信器「KE201ST」、4K対応ツイ

ストペアケーブル分配延長器「KE102CS」

などを紹介。「KS1208SL-00」は、入力５

種類、出力４種類の専用ボードを組合せる事

でアナログRGB から HDMI（4K/30Hz）、

3G-SDI まで幅の広い映像信号に対応するこ

とができる、スロット型マトリックススイッ

チャー。専用ボードは２系統入力/1ボード、

2系統出力/1ボードとなっており、入力最

大12 系統、出力最大８系統の12×8 のマ

トリックス構成が可能。また今後、4Kボード

（60Hz HDMI 2.0、HDCP2.2 対応）、多機

能なマルチ画面ボード等の販売を予定してお

り、拡張性のあるスイッチャーとなっている。

VIDEO OVER IP 製品の紹介コーナーでは、
標準的なTCP/IP イーサネットを介して送信

したい場所にビデオ/オーディオを転送する

ネットワークとしてHDMI を IP で送受信す

る HDMI IP-Extender「MonaLisa®- Pony 

QMS-3107T（送信機) /QMS-3107R（受信

機）」を参考出品として紹介。また、HDMI over 

LAN エクステンダー 「VOL201-TX/RX」な

ども紹介した。

  興和光学

  BOE
中国国有のパネル最大手、京東方科技集団（Ｂ

ＯＥ）のブースでは、従来の 8K利活用とビジ

ネスを革新する画期的な新システムの提案を

行った。

業界に先駆

けて、大画

面８K高精

細ディスプ

レイや独自

コンテンツ

制作などに取組み、国内主要展示会、ハリウッ

ド、リオ五輪ライブ中継などにて、同社のモッ

トーである「８Kの感動をあなたに！」を実

現してきた。今展示会では、世界の８K放送受

信の出来ない場所においても素晴らしい８K

の感動を伝えられる画期的な配信・受信シス

テムを構築し、紹介した。

主な展示製品▶  ● 8K BOE SIGN(8K 非圧縮 
超大画面システム) ● ８K 110型、98型、75

型、65型、27型液晶ディスプレイ ●  新たな８

Kクラウド配信・受信システムの提案 ●  4K

世界最大110型液晶ディスプレイ ●  壁掛け

4K 49型 映像及び情報配信システム

HDMI/ アナログ RGB対応　
ツイストペアケーブル延長送信機「KE201ST」

   三　友

Blackmagic Design の Hyper Deck Studio 

12Gを4台組み合わせた 安価な 8K再生シ

ステム「Hyper CUBE」を紹介。

NHKメディアテクノロジーが開発した『同

期コントローラ』 により、4台の再生機のフ

レーム同期制御を行い、8K再生を実現する。 

素材編集用コーデックと汎用SSDの採用で、

高画質（視覚的ロスレス）でありながら安価

に 8K

再生シ

ステム

を実現

してい

る。
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4K・8K ソリューションは、新たな領域

へ。」をテーマに、キヤノンの製品と技術力

を生かした幅広いソリューションを提案。

4K・8K対応のカメラ・レンズ・ディスプ

レイを用いて、これまでの放送・映像制作

用途はもちろん、ライフサイエンス・デザ

イン・文化などを含めたさまざまな用途で

の活用を見据え、幅広いソリューションを

提案した。

■ 開発中の8K カメラ・ディスプレイを参
考展示：同社が開発中の8K/HDR（High 
Dynamic Range）に対応したカメラと

29 型・55 型の8K/HDR対応ディスプレ

イを参考展示。最先端技術により実現した

高い解像感や色再現性などを生かした、立

体感・質感・臨場感のある映像を再現。

■ライフサイエンス・デザイン・文化など
幅広い用途での活用方法を提案：4K・8K/
HDR対応カメラを用いて撮影された、さま

ざまな映像コンテンツを4K・8K/HDR対

応のディスプレイで紹介した。

  キヤノン

VR製品「Nカム」による、高画質で定評のあ

るアンリアルエンジンを使った4K高画質グ

ラフィック映像の展示実演ほか、映画、CM、

テレビドラマなどで高い評価を受けている、

4K/HDR対応のARRI 社のデジタルシネカ

メラや、4K・8Kに対応したシネレンズを紹

介。

Nカムは、放送・映画・イベント用のカメラト

ラッキングシステム。マーカレス式で屋内・

屋外のどちらでも使え、クレーンや手持ち撮

影、ドローンに対応し、VRスポーツ中継・撮

影現場のプレビズ・ARライブイベントなど

を実現している。

主な機能は、①精度の高いレンズキャリブ

レーション機能  ②カメラトラッキングとレ

ンズ情報のストリーミング出力・保存機能　

③レンダラー・クロマキーヤー内蔵による、

低遅延プレビズ映像出力 ④進化したソフト

ウェア「ジェネレーション２」の新機能「オ

ペレータの負担を軽くする、オートマチック

モード」「グラフィックエンジンにUNREAL 

ENGINEを使ったHD-SDI 出力」

  ナックイメージテクノロジー
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「EOS C200」 と新製品 COMPACT SERVO 
LENS 「CN-E70-200mm T4.4 L IS KAS S」の
組み合わせにて展示

 レッツコーポレーション

名古屋に本社をおく同社では、昨今は防災•減災

などのセキュリティー映像関連製品を多数取り

扱っている。本展では、車番認識システム、レー

ザーハイブリッドよう撃カメラ、可搬式車番認

識システム「ワイヤレス見張隊」、闇夜のドーム

「ミニフク」、リアルタイム伝送システム、子ども

の睡眠を見守

る「 ベ ビ ー
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IBUKI」な ど
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